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コンピューターの2000年問題にかけて、島の
2000年問題と言って島中大騒ぎ。宝当神社の
名前を付けたのは我々島民の先祖。その宝当神
社の"宝当"から"宝くじ"がイメージでき、この
二つを結ぶ線上に"神だのみ"がある。この神頼
みの支えとなるものが、私が発案した"宝当袋"
である。この一点を考えたことで宝当神社と宝
当袋を結ぶ線上に"縁起物"が現れ、同様に、宝
くじと宝当袋を結ぶ線上には"島おこし"という
言葉が浮かび上がった。この宝当神社と宝くじ

と宝当袋を結ぶ三角形の中に、宝くじを購入す
る人々のマーケットが存在する。そのマーケッ
トに働きかけることで、この島が活性化するの
ではないかと考えた。その後、宝当袋だけでな
く、様々な宝当グッズを遊び心も取り入れ製品
化し、販売したところ来島者が大幅に増えた。
平成17年から島で宝くじを売るようになった
が、その年の年末ジャンボの12月には4万人
が島を訪れた。通常、定期船は6便だが、その
時は3倍に増便。それでも足りないため、漁船
が海上タクシーとなって参加。佐賀県内の離島
航路は7つあるが、黒字は私たちの高島だけ。
神社を中心に島おこしに取り組んできたことに
御利益があったからだと思う。この島おこしの
雰囲気を次の世代に伝え、子ども達のために基
盤をつくっていくのが私達大人の仕事。みなさ

ん、視点を変えれば地域おこしは可能です。一
緒に楽しみながらやりましょう！

このフオーラムは、地域づくり活動を実践して
いる方々の情報交換や交流を目的として開催。
当日はＮＰＯや行政等から約150名が参加。開
会後第2回ふくおか地域づくり活動賞表彰式
（6ページ参照）が行われ、その後、島おこし
のリーダーである野﨑隆文氏の基調講演、5人
のブロック代表によるブロック別活動状況の報
告。さらに4人のパネリストによるパネルディ
スカッションと続き、終了後は交流会で名刺交
換や熱い意見交換が行われ、会場は大いに賑わ
った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　《基調講演(概要)》               
●基調講演　野﨑 隆文 氏　(有)「寳當」
　代表取締役社長(唐津市高島区長)           
田川市は27年ぶり。　　　　　　　　　　　

私が住む高島は人口　　　　　　　　　　　
320人だが、宝当神　　　　　　　　　　　　
社のおかげで、今で　　　　　　　　　　　　
は1日2千人の来島　　　　　　　　　　　　
者の日もある。その　　　　　　　　　　　　
ような日に島外に買　　　　　　　　　　　　
い物に出かけた人は、　　　　　　　　　　　
船に乗れず、なかな　　　　　　　　　　　　
か帰ってこれない時もある。私は今47歳。男
の3番目として生まれ家を継いだ。高校通学の
ときは、帰りの船の時間が気になっていた。

「もう少し遅い船があれば」と日頃から思っていた。昔から高島には
宝当神社という神社があった。私は結婚したとき、嫁さんに「嫁にき
てよかった」と言わせたかった。そこで結婚と同時に、島づくりに取

り組むようになった。もともと宝当神社は、地元の人もあまり行くよ
うな神社ではなかった。宝くじを入れる宝当袋を作って売れば、少し
は人が島に来てくれるだろうと思った。そうすれば船も増便するかも
しれない。神社を奉って人にきてもらおうと思い、宝当袋を作ること
に決めた。ある日、父が宝くじ50枚を買ってテレビの上に置いてい
たところ、何とそれが2週間後に１等の100万円に当たった。それは
年末ジャンボ前の出来事だった。島の人は、最初は疑っていたが、事
実を知ってからは、みんな宝当袋がほしいと言い出した。「それなら
作るのを手伝って」と言って売り始めると、みんな熱心に手伝ってく
れるようになった。販売利益は島おこしに。その後、宝当袋を作るの
を手伝っていた２人の島のおばあちゃんが、年末ジャンボを生まれて
はじめて買った。何とそのおばあちゃん２人とも10万円が当たって
しまった。私は当たらなかったが・・（笑）。僕は当たらなくてもよ
い。来島者に当たってほしいというのが私の願い。1999年の暮れに
は1億5千万円当たった人が来島。当たりくじのコピーが封筒に入れ
てあり、恐る恐る封筒をあけたら、何と出てきたのは 2千円。

〔パネリスト〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
小野原 久美子 氏 「学園＆地域交流ネットワーク」世話人
中野 浩志 氏(特活)「大牟田・荒尾炭鉱のまちﾌｧﾝｸﾗﾌﾞ」理事長

森山 沾一 氏 福岡県立大学人間社会学部教授・田川元気再
　　　　　　生プロジェクト代表                               
野﨑 隆文 氏 (有)「寳當」代表取締役社長　　　　　　　
〔コーディネーター（福岡県地域づくりｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）〕　
今泉 重敏 氏（株）まちづくり計画研究所代表取締役　　
原賀 いずみ 氏 北九州インタープリテーション研究会代表

神 宝くじ

宝当袋

神だのみ

縁起物 島おこし

買



～パネルディスカッションのまとめ～

●原賀氏（福岡県地域づくり
　ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）によるまとめ
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北九州ブロック　北九州インタープリテーション研究会代表　原賀 いずみ（再掲）　　　　
福　岡ブロック   夢サークル代表　吉水 恵介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
筑　後ブロック　特定非営利活動法人　筑後川流域連携倶楽部事務局長　鍋田 康成　　　　
筑　豊ブロック　特定非営利活動法人　住学協同機構筑豊地域づくりｾﾝﾀｰ理事長　大塚 洋一
京　築ブロック　大楠会副会長　白川 義雄

●ブロック別報告者（敬称略）



〔北九州ブロック〕

ブロック会議活動概要について

地域づくりネットワーク福岡県協議会では、平成20年

度に組織を改編し、「北九州」「福岡」「筑後」「筑
豊」「京築」の５ブロック体制としました。このブロ
ックは県が推進する広域地域振興と同じエリアです。

誌面の都合上ごく一部になりますが、ここでは平成21

年度のブロック会議の活動概要を紹介します。
〔福岡ブロック〕
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テーマ『地域資源である商店街を活かしたまちづくり』

まちづくりの目的は団体、地域によって様々。黒崎で
は中心市街地活性化協議会を中心に、地域住民が「人
情あふれる、おもてなしの街」をテーマに新しいお祭
り等を企画してにぎわいづくりに取組み、お客さんに
「また来たい」と思ってもらえるよう心配りを大切に
している。小倉では、北九州青年みらい塾が地元の商
店街や公共施設と連携して「ナイトツアー」を企画。
夜のまち歩きを通して小倉の魅力を発信し、街を元気
にしようと努めている。

長崎街道小倉城下町の会では、街の歴史や文化をテー
マにしたまち歩きを通して、すぐににぎわいづくりに
つながらなくても、歴史や文化の継承により、中長期
的にまちづくりに貢献したいと考えている。大事なの
は「まちづくりの主役である地域住民にとって住みや
すい、誇りが持てる環境を作っていく」ということ。

また、継続的に地域づくり団体間で情報交換していく
ことによって、まちづくりの活動を点から線につない
でいくことも必要。黒崎では「地域住民が黒崎をどう
いう街にしたいのか」、コンセプトを纏めるために5ヶ
月以上かけて話し合った。

長崎街道をテーマに小倉、黒崎、飯塚等での取り組み
をつなぐとか、地域の花火大会や山笠等のお祭りに係
わる人達をつなぐサミットを開くとか。団体によって
得手、不得手もあり、情報交換の機会を継続的に設け
てお互いの良いところを活かした協力関係を作ってい

く、そういうコラボも必要ではないか。

●H22.1.16(土)14:00～  美野島公民館(福岡市博多
区)　テーマ『住みよいまち、地域とは』　～民が主
役の地域社会づくりへ（稲枡氏）～

美野島では、新旧住民交流イベント「灯明ウォッチン
グ」や住民アンケートを行い、商店街での社会実験
（歩行者天国、通りの茶屋、不要品マーケット、ラン

チバイキング等）を経た後に本格実施。官も民も主体
性を持って初めて協働ができる社会となり、地域づく
り活動が実のあるものになっていく。人は地域の最高
の宝であり、地域の人が一緒になって共同作業し、一

緒の時間をつくることが、まちづくりでは大事。

●H22.2.13(土)16:30～ アクロス福岡　　　　　
テーマ『住みよいまちにするために自分たちにできる
こと』　～４班によるワークショップの結果～　　

〔歴史を活かしたまちづくりチーム〕　　　　　　　
～地域の歴史を楽しく学ぼう　子供若者歴史広場～

〔都市と農村の交流チーム〕　　　　　　　　　　　
～都市と農村いいとこ交流広場～

〔環境美化チーム〕～そっとのぞいてみてご覧　　
「上流から海まで発見いろいろ」～

〔観光によるまちづくりチーム〕　　　　　　　　　
～「感幸」駐車場整備プロジェクト～

〔筑後ブロック〕
●H22.1.8（金）14:00～ 久留米商工会館　テーマ
『筑後田園都市に於ける地域資源を活かした地域づくり』

【大木まちづくりセンター運営協議会】町民が持って
いる力を引き出し、その力をまちづくりにつなげるこ
とを基本に活動。ホームページや広報誌「まちセンだ

●H22. 1.13 (水)18:00～ AIMビル(北九州市小倉北区)

北九州ブロック

福岡ブロック

筑後ブロック

筑豊ブロック

京築ブロック

糸島市

八女市
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〔筑豊ブロック〕

〔京築ブロック〕

より」の発行、「さるこいフェスタ」をはじめとした
各種イベントや町の清掃活動の事務局、「ありがとう
券」という地域振興券の発行など、町民(団体)のまち
づくり活動の活性化を支援する幅広い活動を展開。イ
オンスーパーセンター大木店内にまちづくり活動のサ
テライトを設置するなど、商業施設との連携実践。

【矢部川をつなぐ会】矢部川の水の恵みに感謝し、次
世代に継承するために、流域で活動している１０団体
および行政・企業のネットワークを形成。「ゴミ一斉
調査」や矢部川流域の河川沿いをみんなで「ゆつら～
っと」（これは、筑後弁で「ゆっくりのんびりゆった
り気分で」という意味）歩き、自然に踏みならした散

策路をつくるフットパスの試みなどを展開中。ホーム
ページや矢部川新聞による情報発信も。

【マメ行者プロジェクト実行委員会】小郡市を拠点に
活動。食生活を見直し、生きる力を身につけることを
目的としたキャンプやイベント等の活動に取り組む。
イベントの参加者募集の広報手段として、ＳＮＳ（ソ

ーシャル・ネットワーキング・サービス）と呼ばれる、
筑後地域の会員制のインターネットサイト「ちっごね

っと」を活用しているほか、他市の教育委員会の広報
に掲載したことが大きな反響を呼んだ。

● H22.3.27(土)

13:00～ 「交流いち　　　　　　　　　　　　　　
ば かっぱ洞」及び「久　　　　　　　　　　　　　
留米スカラ座」　　　　　　　　　　　　　　　　
テーマ『中心市街地の　　　　　　　　　　　　　
商店街における住民等　　　　　　　　　　　　　
の交流の場や市民活動拠点のあり方』　久留米市市
民活動サポートセンター「みんくる」見学後、「交流

いちば　かっぱ洞」で交流会を開く。

●H22.2.8(月)18:00～　直方市中央公民館

テーマ『地域資源を活かしたまちづくり』

地域資源を活かしたまちづくりを、実際に進めるうえ
で、活動テーマもエリアも異なる各団体が、共通する
課題に向けて、相互に補完しあい、連携する可能性を
探る観点から、特に『運営面での課題やテーマの共有
化と団体間の連携の可能性』をテーマとしてグループ
別にワークショップを実施。

〔まとめ〕地域資源での「連携」：筑豊には、様々な
地域資源がある。例えば遠賀川や長崎街道、飯塚市の
旧伊藤伝右衛門邸をはじめとした近代化遺産、川崎町
の藤江氏魚楽園などの自然や歴史・文化など。これら
が点在しているだけでは、効果的に活かしにくい。点
から線へ、そして面へとつないでいく「連携」の視点
が地域の宝を活用する上で重要。

団体の課題解決のための「連携」：会員や参加者が少
ない。特に若い人や活動資金が少ないなどの共通の課
題がある。団体相互が連携することにより、モノと人
をうまく使えたり、行政職員など幅広い範囲の参画を
促すことにより、助成金の活用や諸手続が円滑にでき
るなどのメリットがある。実際に、個々の団体は小さ
くても、連合をつくり、地域全体で取り組むことで、
団体の枠を越えた活動をしている例や、外との交流に
よって、自分たちの活動を見直す契機にしているなど
会員や参加者不足を補う事例が紹介された。

●H22.1.15(金)15:00～　三原文化会館(苅田町)

テーマ『地域資源を活かしたまちづくりと団体の交流
連携』　地域のために課題を抱えて一生懸命に取り組
んでいる団体がいる一方で、緩やかに楽しみながら活

動をやっている団体もあり、そのような団体同士がう
まく連携できる手法を考えよう。具体的には、各団体
ともせっかく素晴らしい活動に取り組んでいるのに、
お互いに情報が行き渡っていない状態である。団体の
活動内容を紹介するポスターパネルを作成し、パンフ
レットと一緒に道の駅に置く方向で一致。

●H21.11.7(土)13:00～ サングレートみやこ(みや
こ町)　京築ブロックの研修会と位置付け、『足元の宝
物で地域を再生』をテーマに、京築地域づくりフォー
ラムを開催。みやこ町の「吉田学軒顕彰会」との共催
　　　　　　　で、県内全ての地域づくり団体に参加
　　　　　　　を呼びかけた。基調講演は東京大学名
　　　　　　　誉教授月尾嘉男先生。その後、地元の
　　　　　　　地域づくりリーダーによるパネルディ
　　　　　　　スカッションを開催。ありのままの自
　　　　　　　然や文化などの資源をつなぐことが重

　　　　　　　要との意見で一致。

●H22.2.21(日)14:00～　イイヅカコスモコモン

『みんなですすめよう「にぎわい」と「交流」のまち
づくり』をテーマに 嘉飯都市圏活性化シンポジウムを
開催。　



第2回 ふくおか地域づくり活動賞

●グランプリ〔知事賞〕：特定非営利活動法人　北九州青年みらい塾
　 民間有志が中心となって、北九州市の都市型地域資源をうまく活用した「ナイトツアー」というユニークかつ「北九

　州らしさ」を前面に押し出した活動を、広範囲（北九州市全域を対象）かつ継続的に取り組んでいることや、広報ツ
　ール（チラシなど）のデザインセンスの秀逸さなどが、評価されました。

●奨励賞〔協議会会長賞〕

【おおにし農業小学校】
　地域の高齢者を「農業博士」（教える者）にして、農業教室を通じた都市住民との交流を積極的に図ることで、都市
　からの移住の誘因とし、さらに地域内のコミュニケーションを活発化させる取組が、市町村合併後の過疎・中山間の
　地域振興にも資するという点で、評価されました。

【われら海岸探偵団】
　組織発足以降、海岸のごみ拾いというボランティア活動を粘り強く100回も続けていることや、「ごみがどこから漂
　着しているか」など、環境問題に活動を昇華させている点及びこれら活動を通じた取組のネットワークを拡げている
　ことが、評価されました。

●ふくおか地域づくり活動賞

昨年度からスタートした「ふくおか地域づくり活動賞」。この賞は、福岡県内の地域づくり団体の中で、特に活動状

況が顕著である団体を顕彰するというものです。平成21年度は新たに「ふくおか地域づくり活動賞」が追加され、グ
ランプリは特定非営利活動法人北九州青年みらい塾に、奨励賞等は以下の団体に決定し、平成22年3月6日、福岡県
立大学で開催された、ふくおか地域づくりフォーラムの中で授賞式が行われました。

「奨励賞」受賞団体
代表出席者（「われ
ら海岸探偵団」）

協議会副会長（県広
域地域振興課長）

【前列左右・後列】「活動賞」受賞団体代表出席者
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地域の営農組合員、家族及び地域の有志により結成した団体で、主に北九州市の消費者をターゲットに、田
植え・稲刈り・餅つきなど、稲作行事にかかる交流会を開催している。平成17年以降は、農業体験に加え
て「地域の生き物調査」、19年以降は、耕作放棄地の再生（ビオトープ整備）にも取り組んでいる。

大熊くまわり会

大野城市南地区ｺﾐ
ｭﾆﾃｨ運営委員会

大野城市と共同で、地域における高齢者向け移動支援、具体的には、地域ボランティアも関わった無料バス
「ふれあい号」の運行に精力的に協力するとともに、その他のスポーツ・文化活動にも取り組んでいる。

唐津街道姪浜まち
づくり協議会

古い町屋・寺社等が残る唐津街道沿い（旧姪浜宿周辺）のまちづくり資源を調査し、地域内外にその魅力を
発信し、地域固有の街並みを活かしたまちづくりを推進するため、マップ作成・街並みウオッチング・講演

会・コンサート・パネル展等の幅広い活動を実施。

団 体 名 活 動 概 要

福岡市中央区当仁地区において、学習会、出前講座・語り部養成、探訪ツアー、マップ・冊子の制作やイベ

ント協力等を通じて、郷土の歴史を「学び・語り・伝える」活動を実施している。
郷土史のぼせもん
倶楽部

「グランプリ」受賞団
体代表出席者（「北九
州青年みらい塾」）

協議会会長（県企画
・地域振興部長）

「奨励賞」受賞団体
代表出席者（「おお
にし農業小学校」） 協議会副会長

（「住学協同
機構筑豊地域
づくりセンタ
ー」理事長

グランプリ：北九
州青年みらい塾

奨励賞：おおにし農業小学校 奨励賞：われら海岸探偵団



地域づくりネットワーク福岡県協議会のＨＰ
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会員団体等に対し、次の活動を行っています。

1）地域づくりコーディネーターによる地域づくり活動へのアドバイスや情報提供。

2）協議会会報（本誌）やホームページを通じた広報活動。

3）研修交流会（講演会・パネルディスカッションなど）の開催による、他の地域づくり団体との交流機会の提供。

≪地域づくりネットワーク福岡県協議会の活動とは？≫
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《グランプリ〔知事賞〕／特定非営利活動法人　北九州青年みらい塾の活動》
　

スローフード協会
筑後平野

一大食生産地である筑後平野において、生産者と消費者・市民をつなぐ役割を担う地域に根ざした団体とし

て、筑後地域の生産者・市民有志・商店街有志が集まって、毎月、生産者の畑・牧場に出向き、収穫体験や
生産者の話を聞く会を開催している。

田川地域観光推進
会議

田川地域の市町村の枠組みを超えた活性化のため、産・官・学・民協働により、ボランティア委員が中心と
なって、人材の発掘、PRツール作成などの情報発信、旅行商品の提案などを通じて、観光振興を産業の基
軸とした地域活性化に取り組んでいる。

団 体 名 活 動 概 要

肥後街道宿場町運
営委員会

堀のまちおおき・
さるこいフェスタ
2009連絡調整会

特定非営利活動法
人  グリーンバー
ド福岡チーム

キレイな街が人の心もキレイにする、というコンセプトのもと、定例活動としてのそうじ活動（朝掃除（月
・木）、夕方掃除（火）、第３土曜日掃除ほか）を核に、「福岡うち水大作戦」など、その他協働イベント

も積極的に企画・参加している。

江戸時代からの古い街並みが残る大川市小保・榎津地区において、地域住民による運営委員会方式により、
市内外の幅広い世代の方に、街並み散策をしていただき、伝統ある「職人の技」に触れてもらうため、作品
展・スタンプラリー・手作り行灯の設置・チャリティー等の幅広い活動に取り組んでいる。

県筑後スローフードフェスタの一環として、大木町における４地域・８団体が主体となり、参加者に町内８
Kmコースを歩いてもらい、参加者と地域住民及び地域内との交流を深めてもらうために、「さるこいフェ

スタ」を開催。参加者への「おもてなし」としての花の植栽、郷土料理の提供などを実施している。

八女・本町筋を愛
する会

八女福島の白壁の古い街並み保存及び活性化を図るため、櫨植栽、町屋まつり、花にあふれたまちづくり運
動、子ども俳句大会、文化池の浄化などの活動を、地域の学校・企業・各種団体と連携して実施している。
なお、2009年度は、和蝋燭のみで舞う創作舞踊「八女のちょぼくれ」公演を九州で初めて上演。

以上10団体（団体名：アイウエオ順）



地域づくりのアイディア ～その２～
【珍樹】　　　　　　　　　　　　　
フィンランドの作家トー　　　　　　　　　　　　　　　

ベ・ヤンソンさんの童話　　　　　　　　　　　　　　　

の主人公妖精ムーミンが、　　　　　　　　　　　　　　

古賀市の神社に出現。実　　　　　　　　　　　　　　　

はその正体は御神木の幹　　　　　　　　　　　　　　　

にできた大きなコブ。　　　　　　　　　　　　　　　　

推定樹齢千年のクスに、　　　　　　　　　　　　　　　

ムーミンが抱きついてい　　　　　　　　　　　　　　　

るように見えることから　　　　　　　　　　　　　　　

発見者今泉が「ムーミン　　　　　　　　　　　　　　　

の木」と名付けました。　　　　　　　　　　　　　　　

目やしっぽまで付いてい　　　　　　　　　　　　　　　

ることからびっくりです。

場所は青柳五所八幡宮の　　　　　　　　　　　　　　　

境内。九州自動車道古賀　　　　　　　　　　　　　　　

インターから約5分のと　　　　　　　　　　　　　　　

ころです。発見したのは平成16年12月。早速地元ではム

ーミンの名に因んで、翌年6月3日午後6時3分、老若男女

約百人が木を囲み、発見を祝う交流会を開催。その後、亀

の姿によく似た木の根、根元に大きな穴がある木などがわ

かり、それぞれ「カメの木」「ムーミンのねぐら」と呼ば

れるようになりました。　　　　　　　　　　　　　　　

さらに珍しい緑の花を咲　　　　　　　　　　　　　　　

かせるウコン桜もありま　　　　　　　　　　　　　　　

す。まさに「珍樹の森」　　　　　　　　　　　　　　　

という言葉がピッタリの　　　　　　　　　　　　　　　

神社です。平成18年7月　　　　　　　　　　　　　　

31日、ムーミンの木の　　　　　　　　　　　　　　　　

歌が境内で披露されまし　　　　　　　　　　　　　　　

た。作詞は神社の宮司　　　　　　　　　　　　　　　

（渋田直知氏）の母・故弘子さん。その日は子ども達の歌

声が森に響き、ムーミンも感激した様子。

ムーミンの正式名はムーミントロール。1945年に誕生し

たムーミンは今年で65歳。対するムーミンの木は、樹齢千

年。神社では昭和10年頃の境内の写真が発見されました。

何とそこには、近所の着物を身につけた男性とともに、今

の姿と変わらないムーミンの木がありました。海を超えた

遠くの国で生まれたムーミン。その誕生はるか昔から、森

の精がこの青柳にいたのでしょうか？約4百年前に唐津街

道の宿として賑わったこの青柳。当時もムーミンは、木に

登ってその賑わいを眺めていたかもしれません。

五所八幡宮では400年あ　　　　　　　　　　　　　　　

まり続く伝統的なまつり　　　　　　　　　　　　　　

「夏越祭り（なごしまつ　　　　　　　　　　　　　　　

り）」が7月31日に開催　　　　　　　　　　　　　　　

されます。ムーミンの木　　　　　　　　　　　　　　　

発見後は、地元有志の方　　　　　　　　　　　　　　　

が多数の竹灯篭で参道を　　　　　　　　　　　　　　　

飾ったり、木をライトア　　　　　　　　　　　　　　　

ップするようになりまし　　　　　　　　　　　　　　　

た。地元の方の優しい心　　　　　　　　　　　　　　　

がムーミンの木にも伝わ　　　　　　　　　　　　　　　

ったのか、近くを散歩す　　　　　　　　　　　　　　　

る人やわざわざ見に来る　　　　　　　　　　　　　　　

人が増えました。中には　　　　　　　　　　　　　　　

東北から見に来られた方　　　　　　　　　　　　　　　

もあったそうです。

●地域には宝がたくさん眠っている！発見はあなたの視点と発想次第●

これからムーミンの木を活かしたまちづくりに期待が寄

せられます。視点を変えて地域を見つめ直してみれば、

いろんなものが発見できそうです。

近くに住む高齢者の地域づくりリーダーは「まちづくり

の効果は10年後。その時はこの世にいないかもしれな

いけれど、孫たちから笑われないようにがんばるよ」。

ムーミンの木の下で聞いたこの言葉が、今でも強く耳に

残っています。

【ユニークなかかし】　　　　　　
昔、田んぼで見つけたかかし。今ではほとんど見かけな

くなったが、最近、復活しつつあるようです。しかし昔

のかかしと様子が少し変です。おばあちゃんそっくりな

かかしをはじめ、子どもが鉄棒しているかかし、庭木を

剪定しているかかし、立ちションベンしているかかしや

イノシシまでもがかかしに。びっくりしたのは、ベット

で寝ているかかしまで登場したこと。かかしは田んぼに

あるものという常識を取っ払い、今では「農・商・工」

連携を視野に入れ、お店や工場の入り口に設置したり、

通学中の子どもの見守りに活用したり、その用途は多種

多様です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

飯塚市入水地区では、秋のコスモスの時期に合わせ、多

数のかかしを農地に飾ったり、時には商店街に貸し出し

たりしています。キーマンは平野保彦氏(80歳)。平野氏

は、かかしの作り方を子ども達や興味のある地域づくり

の方に教えています。今では入水のかかしを見に来る人

が増え、遠くて見ていると、どれがかかしでどれが人間

だかわからなくなります。　　　　　　　　　　　　　

２年前、子ども達にかかしづくりを教えたところ、子ど

も達は自分たちが手づくりで完成させたかかしを見て大

喜び。さてそこまでは良かったが、これを田んぼに持っ

て行こうとしたら、何と子どもがかかしを抱きしめ「離

れたくない！」と大泣き。これには大人もびっくり。作

っているうちに、情が入ったようで、結局みんなで話し

合った結果、自宅に持ち帰り、一緒に暮らすことに。想

定外のことになりました。あなたも楽しいかかしをつく

って、いろんな地域づくりに活かしませんか？

【発行】地域づくりネットワーク福岡県協議会

〒812-8577　福岡市博多区東公園７－７

福岡県庁　広域地域振興課　地域振興１班

TEL::092-643-3179（ダイヤルイン）　FAX:092-643-3164
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昭和10年頃のムーミンの木

ムーミンの
木の横にあ
るカメの木

幹回り約10ｍの

ムーミンの木と筆者

＊文）福岡県地域づくりコーディネーター　今泉　重敏

老婆の休日

これは本物

え！かかし？

こんな
ところ
で？

どれがかかし？

かかしは友達


